キリスト教思想から見た海老名弾正 by 芦名, 定道
Titleキリスト教思想から見た海老名弾正
Author(s)芦名, 定道











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 Ⅰ．『日本の説教１ 海老名弾正』日本キリスト教団出版局 2003年  
    Ⅰ/1 「現代に対するキリスト教の使命」、『新人』４巻３号、1903年3月 
    Ⅰ/2 「内界のキリスト」、『新人』10巻２号、1909年2月 
 Ⅱ．「基督教概論未完稿」「我が信教の由来と経過」発行者海老名一雄、昭和12年、非売品 
       （『近代日本キリスト教名著選集 第Ⅲ期キリスト教受容篇 22』 日本文書センター 2003年、
所収） 
 Ⅲ．『基督教本義』日高有隣堂 明治36年 
アジア・キリスト教・多元性 
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   なお、関岡の金[1998]への批判については、関岡一成「海老名弾正の『神道的キリスト教』とは何
か」、『福音と世界』1999/3 新教出版社、54-57頁を参照。 
(4) 海老名が列挙する文献は以下の通りである（序 3）。   
Wellhausen Israelitische und Jüdische Geschichte, and his History of Israel, 
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Kittel's History of Israel, 
Kuenen's History of Israel, 
Pfleiderer's Religionsphilosophie, 
Harnack's Dogmengeschichte, 
Neander's Church History, 
Pfleiderer's Urchristentum, 
Beyschlag's Newtestament Theology, 
Holtsman's Neutestament Theologie, 
Rodepennig's Origenes, 
Robertson's the Prophets of Israel, and his old Testament in Jewish Church, 
Pfleiderer's Paulinism, and his Protestantische Theologie, 
Wend's Teaching of Jesus, 
Schaff's St. Augustine. 等  
(5) シュライアーマッハーの思惟の楕円構造については、次の拙論を参照。 










   Ernst Troeltsch, Ueber historische und dogmatische Methode in der Theologie 1900, in: Gesammelte  
 SchriftenBd.2, Scientia Verlag Aalen 1981, S.729-753 
(7) 大内三郎・海老沢有道 『日本キリスト教史』日本基督教団出版局 1970年、では、新神学問題と信
条制定問題（日本組合教会、日本一致教会）という背景から、植村－海老名論争（pp.341-351）が詳細
に論じられている。 
   なお、この論争に関連した一次資料としては、以下の文献を参照。 
   1.『基督論集 海老名氏の基督論及び諸家の批判文』警醒社 明治 35年      




   2.「九 神学上の論争 植村正久對海老名弾正の神学上の論争」、 






正久 その思想史的考察』教文館 2001年、18頁） 
(9) バルト－ハルナック論争については、次の文献を参照。 
   大崎節郎 『カール・バルトのローマ書研究』新教出版社 1987年、33-34頁 






   W.Pannenberg, Problemgeschichte der neueren evangelischen Theologie in Deutschland. Von 




 Catherine L. Kelsey, Thinking About Christ with Schleiermacher, Westminster John Knox 2003 
(13) キリスト教受容をめぐる類型論については、次の川又論文を参照。 
   川又俊則 「キリスト教受容の現代的課題－死者儀礼、とくに墓地を中心に－」、『宗教研究』 
326号 日本宗教学会 2001年 



















関係ではないであろう。この点については、大内[1970],  205-206頁、を参照。 
(15)海老名神学の中心にロゴス論を位置づけている研究としては、次の熊野[1982], 165頁、を挙げること
ができるが、海老名のロゴス論については、吉馴[1982], 192-195頁、金[1998], 164-176頁も参照。 
熊野義孝 「海老名弾正の『思想の神学』」1967年、『熊野義孝全集 第一二巻』新教出版社 1982
年 145-180頁      
吉馴明子 『海老名弾正の政治思想』東京大学出版会 1982年 
金文吉 『近代日本キリスト教と朝鮮 海老名弾正の思想と行動』明石書店 1998年 







(17)Ernst Troeltsch, Was heißt >>Wesen des Christentum<< ? 1903, 
      in: Gesammelte Schriften Bd.2  Scientia Verlag  1981, S.386-451 
(18)トレルチの「キリスト教の本質」論については、次の研究を参照。 











(22)Paul Tillich, Dynamics of Faith 1957, in: Tillich MainWorks. vol.5, de Gruyter 
(23)これについては、シュライアーマッハーの『宗教論』を参照。 
  Friedr. Schleiermacher, Über die Religion. Reden an die Gebildeten unter ihren Verächtern  
     1799 (Philosophische Bibliothek Bd.255, Felix Meiner 1985) 
(24)Ernst Troeltsch, Die Soziallehren der christlichen Kirchen und Gruppen  1912  
         in: Gesammelte Schriften Bd.1,  Scientia Verlag  1981   
   トレルチの『社会教説』については、森田雄三郎 『キリスト教の近代性』創文社 1972年、217-277
頁を参照。                
(25)この点については、次の拙論を参照。 







 芦名定道 「キリスト教と東アジアの近代化」、『アジア研究所紀要』第25号 亜細亜大学アジア
研究所 1999年、137-162頁 
 
[付記] 本稿は平成１３、１４年度の２１世紀 COE プログラム「グローバル化時代の多元的人文学の拠点
形成」（「多元的世界における寛容性の研究」研究班）による研究成果の一部である。 
 
              （あしな・さだみち 京都大学大学院文学研究科助教授） 
